
 



 

昔を知れば、未来が見える！ 
 

 

カ ル チ ャ ー 講 座 

写真で巡る 懐 か し の 伊 勢 

 

 

 

第１回 伊 勢 市 駅 周 辺  

第２回 月 夜 見 宮 から 筋 向 橋 

第３回 古 市 周 辺 

第４回 河 崎 周 辺 

第５回 筋 向 橋 から 西 側 

第６回 宇 治 周 辺 
 
 



月 夜 見 宮 から 筋 向 橋 
 

 



山田最古の寛永２０年（１６４３）山田惣門図 この頃の山田の御師数は約４００、うち３４が記載 

 
光善寺は大道場で『大世古』の名の由来、下の道場：歓喜寺（岩淵） 中の道場：神光寺（田中中世古） 上の道場：阿弥陀寺

（現 梅光寺）・・・山田浄土宗の四大道場 寛文１０年（１６７０）山田大火後、寺は移転 「曽禰」は小木村曽禰から 
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御 師 と 家 格 
伊勢神宮では天皇家以外の者の願い事を受付けないので、非公式にお祈りした（私幣私祈）したのが「御師」 

御 師：私幣私祈する職業のこと、師 職：御師という職業に就いている者をいう 

 
                                                                  山田の神宮家は、久志本、佐久目、桧垣、松木、宮後、各家 

                                         神宮階位と神職             家格（家の階級） 御師以外の職業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
祝部 伊勢神宮の摂社・末社・所管社に置かれ、神社の守衛・掃除などを監督する役目で昔からいるが、１９１３大正２年に法令により設置された伊勢神宮の職員の一つ 

御師 まめちしき 

御師はなぜ『大夫』？・・・階位五位の人を『大夫』と呼んだ→権禰宜はだいたい『五位』に→（初期に）権禰宜が『御師』になった 

大夫と太夫・・・どちらも OK！なぜ『花魁』は『太夫』？・・・御師（大夫）の多くが神楽職＝芸能に秀でている＝花魁も （推測） 

（六位） 

（五位以上 叙爵家） 

平師職 

名代・代官 
師職の檀家廻り 

下働き 

禰宜 両宮１０ 

荒木田神主、度会神主と称した（二位） 

一般 苗字あり 

町年寄家 
 山田のみにあり２００余 

百姓・職人・商人 

なし 

宇治会合年寄家 ５０余 

山田三方年寄家 ２４ 
権禰宜 

宮掌 別宮・神楽職 
 （くじょう） 

 

祝部 摂社・末社 
（はふりべ、はうりべ） 

殿原 
とのばら 

神宮家 

自治役人 
行政権 

職人・商人 

・神楽役人 

・医師・山伏 

物忌・大内人 山田羽書 

取締役 

仲間 
ちゅうげん 

師職 

内宮権禰宜家：堤・榎倉など１７家 

外宮権禰宜家：橋村・福島 など３３家 

荒木田・度会家以外の異性家（家領なし） 

一般 苗字なし 

御師 

手代 



 山田の御師数の推移 約６５０～４００ 宇治は２００前後 
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御 師 邸 ＜龍 大 夫＞ 大世古 明治３３年神風館が買収、大正４年神都製紙（現 大豊和紙工業）買収 

 

  
明治４年御師廃止後、伊勢を代表する大旅館となった 

明治１３年 明治天皇行在所 遺址 

   

神楽殿 

台所 

主人居室 

客間 

門 



御 師 邸 ＜福島御塩焼大夫＞もと 宇仁田呉服店 

 



御 師 邸 ＜葉山大夫＞ 

  
                    （旧 亀谷病院） 明治４１年            葉山大夫薬医門 （旧 亀谷病院） 昭和０５年 

        
                徴古館裏の薬医門（現在）                  岩渕 亀谷内科三顧堂 明治１５年 



御 師 邸 ＜橋村宰記大夫＞筋向橋そば 旧専売公社 昭和３年神都図書館として宇治山田駅前に再建 

 
橋村宰記大夫邸 移築 一色 昌久寺 本堂 

昭和２０年焼失１０５９昭和３４年再建 

 
山門は橋村宰記大夫邸門ではない？ 

１８３９天保１０年新設 昭和２０年焼失 

 

 
 



御 師 邸 ＜来田大夫＞ 現 浦口町 鈴木塾あたり ＜網代権大夫＞厚生小あたり 
 

 
 

＜網代権大夫＞  

台所によって、住居と宿泊部屋が区分されている 



御 師 邸＜丸岡大夫＞ 烏帽子世古 現在 

 

 

 

 



北御門前の旅館  明治２０年頃 （検討中） 御師廃止令により、町宿系旅館が台頭 

 

 
神苑会・・・明治２２年外宮神苑開設発議、 明治３６年頃神苑開設工事完了 

 



旅 館  ＜角屋 のち 神風館＞ 

 
明治２２年以後より開始された外宮北御門前の神苑整備のために、明治３３年までに『龍大夫』邸に移転 



龍大夫旅館 から 神都ホテル神風館 へ 明治３３年神風館が買収、 

 



   
                           旧                                                  新 

北御門前 神風館を一部移築し拡大、収容人員７～８００人 三日市旅館とならぶ二大旅館となった 



旅 館 （北御門周辺）＜宇仁館＞ 

 



旅 館 （北御門周辺）＜上田旅館＞ 

 



旅 館 （北御門周辺）＜高千穂館＞ 

 



旅 館 （北御門周辺）＜吸霞園＞ NTT 前 

 



旅 館（曽禰、大世古、八日市場、宮町） 

＜柳屋＞ 曽禰町本通り 現 喫茶やなぎや 

 



＜戸田屋＞ 大世古 現 伊勢戸田家料庵 

 

 



 

 

＜與可樓 のち 宇仁館別館 千秋樓＞ 八日市場 

 

  
 

                                                   現 一色 昌久寺の玄関に 

 

 



＜奥文＞ 宮町 

 

 



新 町 遊 郭 
新町遊郭は新道より先の享保年間（１７１６ー１７３５）、河崎から宮川に通じる道筋の霊巌寺町にできた 主な客は師職の家来や商人 

宝暦年間（１７５０）頃 山田町之図 
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霊 巌 寺 の 遺 構 明治初期に廃寺 （現在 個人宅） 

  
 

新道・新町の花街を 『 新 古 市 』 と呼んだ 
 



新 町 遊 郭  大正期？ 



新 町 遊 郭 明治期 

 
新 町 遊 郭 

 
吾妻樓 新町 とり嘉は明治からの老舗 

宇治山田市になるのは明治３９年 

電話３６６は大正初期 １１０７は昭和初期のみ 

 



 

新 道 開 発 の 図 

 
天保１１年（１８４０）前後 松原清兵衛が私財を投じて 「新道」 を修設し、 

その両側に 『霊巌寺』 門前にあった茶屋を移転したのが 『新道廓』 のはじまり、明治中期１８９０頃より繁盛する 



 

新古市の間違い 



新 道 遊 郭 

 
明治期？ 

 
清川 大正時代 

       左側 新川樓     嬉春亭（戸田屋別邸）  右側 

       手前 戸田屋     新増家（一之木に移転）手前 

 



新 道 遊 郭 大正期？ 

 



新 道 遊 郭 

  
         増 田 屋  現 増田文具店辺りか？           末 広 樓 中谷自転車店の前にあり 大正１２年  

 



 

 

  
 ＜山田樓＞橋本屋食堂の東前 大正１２年    ＜愛嬉樓＞のち 料理屋 海月 大正１２年 

 



戦後の 新道・銀座新道商店街 

  
中谷自転車店 二富士         中村登（金物）商店 

新道商店街 昭和２８年 



 
    菱川洋品店 パチンコひかり                        杉沢金物店 

新道商店街 昭和３０年 



 

                            カワイ     ミキヤ         イスズ洋行 

 銀座新道 昭和３０年 



 
                 曽我商店                                    ベニス 

銀座新道 昭和３０年 



 
さくら通 昭和３６年 

 



西洋料理 開福亭 一之木 昭和１３年頃 

 



さ ら 科 （蕎麦屋） 

 



和洋料理 ビアホール白塚屋 増田屋の一軒先の東 

 



霊 人 座 

  
ハシモト衣料品店 みうら洋品店 しんみちてらす 



一 之 木 交 差 点 昭和３０年 

 



越坂おつさか（元 世界館付近）交差点 あさや 昭和２８年 

 



 

 

 

  世古善青物市場                 伊勢青果市場 昭和３５年 

  
 

 

 

 



山田三方会合えごう文庫 

 
第 2 回神都沿革史料展覧会記念  ○村令三氏所有？ 



宮 後 ？昭和２０年 現 県道３７号線？ 

 

朝熊山？ 



 

 

＜ 糀 屋 ＞ 河 村 醤 油 （宮後） 

 

  
 

 



畑肛門医院 大正１２年 （宮後） 

  



厚生小学校 昭和２０年 （一志町） 

 



お木曳きに見る ＜一 志 町＞ NTT 前 昭和１７年 

 



お木曳きに見る 勢南銀行   岡安歯科医院付近 昭和１７年 

 



 

勢 南 銀 行 

 

  
 

 



＜八 日 市 場＞ 

 
七 家 呉 服 店 昭和１１年 



お木曳きに見る ＜八 日 市 場＞ 

 

 有文堂前 明治４０年 山田貯蓄銀行 



 

伊 勢 電 気 鉄 道  ＜八日市場＞ 

明治４４年設立 昭和５年桑名～大神宮前駅全線開通 

昭和１１年参宮急行電鉄（現近鉄）に吸収合併 昭和１７年廃業 

 
大神宮前駅 



 

大神宮前駅 

 

  
 



大神宮前駅 昭和１６年 

 



常 盤 町 駅 跡  現在の図書館前 

 
 



＜大 世 古＞ 

  
島長呉服店 のち 飯沼医院 



神 都 製 紙 

 



尼 辻 交 差 点  ＜大世古町・曽祢町＞本当は今世古です 

 

昭和１９年頃 左の蔵は秋田洋品店 



 
昭和１９年 黒沢明監督映画『翼の凱歌』より尼 辻 



 
曽禰町通 ビルは報徳銀行 



扇 月 堂 せいふうどう 旧国道２３号線 

 



鈴木呉服店 旧国道２３号線 大正１１年 

 



ムラ井洋服店 旧２３号線 大正１２年 

 



長谷川履物店 曽禰町 昭和１１年 

 



高 村 薬 局 

 



秋 田 洋 品 店  昭和初期？ 

 
西岡釣具店 白牡丹食堂                     郵便局 秋田洋品店 



 
明治２０年呉服商から転身 昭和１１年 

看板に、｢Gent's Outfitter, Draper, Perfumer, etc｣（紳士用旅行用品商、生地商、香料商など） 



西岡糸店 のち 西岡釣具店 昭和１１年 

 



中 井 屋 酒 店 

 



 
昭和２０年７月２９日空襲 （１月より毎月１回あり） 



 
昭和３０年頃 



 
商店街の仮装行列 



宝暦年間（１７５０）頃 山田町之図 初めて『尼（ケ）辻』の表記が！なぜ『尼辻』と呼ばれるのか？ 

 
古市で活躍した『お杉お玉』などの辻芸人や比丘尼と呼ばれる人たちは拝田（村）より出稼ぎ？ 

大世古の墓は明治３２年、一之木のは大正３年に移転 
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新町踏切近く （曽祢） 

 
堤 藍 染 店 大正１２年 



高 柳 商 店 街 

 
知新堂書店 松田呉服店 昭和１１年 



朝日屋 にしやま 知新堂書店 昭和２８年 

 



奥山呉服店 昭和３０年代 おく宗呉服店？ 

 



浦の橋 

 
道具辰商店 昭和１１年 



宮 町 近鉄宮町駅は元、外宮前駅と称した 

 
宮町大鳥居 初代：昭和５年建立 ２０年消失 一升瓶の広告塔も 



 
昭和２０年に再建、昭和３０年代 



 
昭和３４年 伊勢湾台風で倒壊 



お木曳きにみる 常 盤 町 

 
           洋物雑貨 上 田 商 店 



お 木 曳 き の 筋 向 橋 

 



  
                                                曽祢町奉祭団 



 

 

   
       岩淵町奉祭団          吹上町奉祭団           大世古町奉祭団 

 

最後になりましたが、よく話題になりますので・・・伊 勢 の 映 画 館 



 

トキワ劇場 
1960 昭和３５開館 

伊勢ロマン劇場 
1982 昭和５７開館 

平和座 1946 昭和２１以後 

→平和松竹 1958 昭和３３ 

平和劇場の時期も 
1966 昭和４１廃館 

蛭子座一之木→世界館 
1917 大正０６ 常設映画館 

→第一世界館 1954 昭和２９在り 

→世界館Ⅱを併設 1975 昭和５０ 

白鳥座 1954 昭和 29 開館 

→伊勢大映白鳥座 
1965 昭和４０廃館 

共楽館 1953 昭和２８前後開館 
1954 昭和２９廃館 

伊勢劇場 
1962 昭和 37 頃在り 

いすず東映 1954 昭和２９開館 

→いすず劇場 1969 昭和４４廃館 

山田パール劇場 1954 昭和２９開館 

→伊勢パール劇場 1955 昭和３０ 

1998 平成１０頃廃館か？ 

1929 昭和４第二世界館 ⑬ 
1946 昭和２１復興 

1954 昭和２９ 在り 

つばめ座 

→伊勢シネマ 1959 昭和３４頃改称 

伊勢新東宝劇場 1956 昭和３１開館 

→ひかり座 1962 昭和３７年前後改称 
1980 昭和５５以前に廃業 

 新福座（宮後から移転）→新明座 

→新富座（長盛座） 1927 昭和０２ 

→新富映画劇場 1953 昭和２８ 

→山田東映 

→伊勢東映 1965 昭和３０ 

→新富東映 1956 昭和３１ 

→スクエア レック 1983 昭和５８ 

→レック閉館 1997 平成０９ 

  エクラン（貸館）と改称 

→新富座 2002 平成１４ 

新北座→帝国座 1915 大正０５ 

三重県下３番目の常設映画館 

1972 昭和４７廃館 

松竹館 宮町 ⑭ 
1925 大正１４頃 

昭和１０頃までに廃業 

北新地 

伊勢市立郷土資料館第１５回特別展図録『伊勢の映画館と銀幕チラシの世界』平成１５年参照 

伊 勢 の 映 画 館 伊勢での最初の映画上映は 1897 明治３０古市『長

 



帝 国 座 

 

  

（蔵は現 正光堂 辺りか？）昭和２０年７月２９日空襲で一万数千発の焼夷弾が投下され、焼失 



ひ か り 座 周 辺 
 

 
 

松竹映画 『砂の器』 １９７４ 昭和４９年 原作 松本清張 

 

犯人の手掛かりを探しに伊勢の『ひかり座』を尋ねた刑事（丹波哲郎） 

 

ひかり座の支配人役は 渥美 清 だった 

 

 



懐かしい映画ポスター 

                
帝国座『ゴジラ』昭２９ 世界館『花頭巾』昭３１ 平和座『海底二万哩』昭２９ 伊勢東映『月光仮面 魔人の爪』『浅間の暴れん坊』昭３３ 

    
 伊勢東映『旗本退屈男 謎の暗殺隊』昭３５『荒獅子判官』昭３０ 白鳥座『大アマゾン半魚人』昭２９『喜びも悲しみも幾歳月』昭３２ 



懐かしい映画ポスター 

 
帝国座『大当たり三色娘』昭３２ 

 
新東宝劇場『肉体女優殺し 五人の犯罪者』『飛竜鉄仮面』昭３２ 

 
帝国座『のんちゃん雲に乗る』 鰐淵晴子 

『制服の乙女たち』昭３０ 



 

 

第２回 「 月 夜 見 宮 から 筋 向 橋 周 辺 」 
のさんぽはこの辺でお開きです ご清聴、有難うございました。 

 

次 回、 「第３回 古 市 周 辺」 は １１月１９日（第３日曜）  

 

そのあとは・・・・・ 
 

第４回 １２月２４日（第４日曜） 河 崎 周 辺 

第５回  １月２１日（第３日曜） 筋向橋から西側 周 辺 

第６回  ２月１８日（第３日曜） 宇 治 周 辺 

 

よろしければ、また、ご参加ください 
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